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出雲市長 飯 塚 俊 之 様

島根史学会 会長 竹永三男
島根考古学会 会長 松本岩雄
戦後史会議・松江 世話人代表 若槻真治

出雲市斐川町の「大社基地遺跡群」に関する再要望と「国史跡」指定に関する要請

今年４月９日に長岡秀人市長に対し提出しました「大社基地遺跡群」に関する「要望書」
に対し、貴職から、８月２５日付で回答をいただきました。この回答は、「大社基地遺跡
群」の「総合的な学術調査」を求めた私たち３者の要望に応えていただき、「大社基地遺
跡群」に対する地元斐川町地域の皆さん、「大社基地遺跡群」を歴史学習・平和教育の場
として活用してきた教育関係者の皆さんのご意向に応えようとされたものと思います。
真摯なご対応を評価し、敬意を表します。
私たち３者は、今回のご決断に基づき、「滑走路跡」の調査を速やかに進めていただき

ますようお願いします。私たち３者も、回答を承けて、「大社基地遺跡群」の調査(実地
調査・文献調査・聴き取り調査)に協力すること、その調査によって、「大社基地遺跡群」
の文化財としての意義が明確になるよう努めます。

以上のことを申し上げた上で、「滑走路跡」の保存と調査結果の市民公開について、次
のことを改めて要望致します。
①「滑走路跡」の中の残す範囲は、調査結果に基づいて判断していただくことを望みます。
②調査の対象と方法を幅広い分野の専門的知見に基づいて検討する「第三者を含めた調査
指導会」等を組織していただくことを望みます。

③調査進行の一定の段階での現地説明会・講演会等の開催や「広報いずも」での紹介など
により、調査で得られた知見を随時市民に知らせていただくこと、調査後速やかに「調
査報告書」を刊行していただくことを望みます。

その上で、「大社基地遺跡群」の「国史跡」指定について、貴職にご尽力いただきたく、
お願い申し上げます。
「大社基地遺跡群」については、昨年、文献資料・現地調査が進められてその建設経過

や県内の戦争遺跡の中での位置が明確になりました（高塚久司『島根県における空襲とそ
の時代2020』、戦後史会議・松江『島根の戦争遺跡』）。そのような中で、「主滑走路跡」
の原状を留める最後の部分が公売に付されたことから、私たち３者は、「県史跡」に指定
される意義あるものと考え、調査の実施などを要望した次第です。

しかし、その後の私たち３者の文献調査と現地調査の継続、戦争遺跡保存全国ネットワ
ーク共同代表・出原恵三氏の現地調査や日本考古学協会など全国学会の所見に基づいて検
討した結果、同遺跡群は、「国史跡」に指定されて然るべき全国的意義を有するものであ
るとの認識を深めました（添付資料参照）。
また、この間、「高輪築堤」の開発・保存問題を機に、文部科学大臣が近代遺跡の調査

・保存について、文化庁の積極的役割を求める姿勢を表明するなどの動きも見られました。
※文化庁の「近代の遺跡の保護の指針等」を【参考】として添付します。

このような中で、「大社基地遺跡群」の「国史跡」指定を実現することは、同遺跡に関
する調査・研究・保存、平和学習等への活用、地権者の権利保障の点で、最善の方途であ
ると、考えるに至りました。
以上のことから、貴職に対し、「大社基地遺跡群」の「国史跡」指定に向けてご尽力い

ただきまよう、要請いたします。
以上
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【参考】 文化庁の「近代の遺跡の保護の指針等」

２ 近代の遺跡の保護の指針等 大社基地遺跡群

１．対象とすべき時期…保存の緊急性が高いものについては，別途考慮する。 ○(開発に直面)

２ （1）分野 政治(立法，行政，司法，外交，軍事，政治運動等) ○(海軍航空基地)

対 （2）選択の基準 基準の具体化として，次の2点を充たす必要がある。

象

と ア 我が国の近代史を理解する上で欠くことのできない遺跡であって，国と ○
す して保護する必要のあるものであること。

べ

き イ 遺跡が歴史上の重要性をよく示しており，学術上価値の高いものである ○
遺 こと。

跡

（3）選択の際の考慮要件

上記1の選択の基準に則り選択を行う際の考慮要件を列挙すると，以下のとおりである。

ア 歴史事象とそれを表象する遺跡とが直接に又は密接に関係していること。 ○

イ 同種の遺跡が複数ある場合には，全国的見地から注目すべきものである ○ (建設時期･日本
こと。 海側に立地･文献史

また，その場合，当該歴史事象に関係する資料等の保存状況についても， 料多数)

勘案するものとする。

ウ 当該遺跡が歴史的に重要で保護を要するものであるという点について相 →研究あり・出雲
当の評価が定まっており，国民的理解が得られやすいものであること。 市の調査実施

エ 宗教に関する遺跡については，特定の関係者･団体を顕彰するなど，これ →宗教関係遺跡

らに特別の利害を生ずる結果となるおそれがあることにかんがみ，慎重 ではない

に取り扱うものとする。

オ 個人に関する遺跡については，当該個人を顕彰するなど，関係者に特別 →個人に関する

の利害を生ずる結果となるおそれがあることにかんがみ，慎重に取り扱 遺跡ではない

うものとする。

出典：文化庁ウェブサイト（https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/hokoku/kindai_kinenbutsu.html

2021年10月5日 閲覧）

記念物分科会関係 平成7年1月20日（近代の文化遺産の保存･活用に関する調査研究協力者会議）

担当：文化庁文化財第二課


